
 

 

 

 

 

 

 

 

                一般社団法人 大船渡青年会議所 2017 年度役員の皆様から 

  ご挨拶を頂きました。 

                         本年度スローガン    

変えよう自分を、そして共に変えよう未来を 

                    ～一人一人が主役となるために～ 

  

★ 会長の時間 藤原太伸会長 

         今日は、ある名言を用いて、身近な話題を話したいと思います。 

その名言とは・・・ 

「人生は道路のようなものだ。一番の近道は、たいてい一番悪い道だ。」という言葉です。 

これは、「知識は力なり」の名言でも有名なイギリスの哲学者、フランシス・ベーコンの 

言葉ですが、もっと分かりやすい言葉、普段、皆さんもよくお使いだと思いますがその言

葉、何だと思いますか。「急がば回れ」です。 

友人との会話で、『そういう時は、「急がば回れ」だねー」』は、ごくごく自然ですが、友人との会話で、『そ

ういう時は、「人生は道路のようなものだ。一番の近道は、たいてい一番悪い道だ。」』とは極めて不自然で、

そういういい方はしないと思います。 

難しい格言や名言って、目や耳にすることはあっても、意外と口にする機会って少ないものです。ですので、

今日は敢えて口にしてみました。さて一番近い道は、たいてい一番悪い道。 

 皆さんの中にはいないと思いますが、中には、屁理屈をごねる人もいるかもしれません。 岩手から東京

に向かうのに、わざわざ北海道を経由して羽田に向かう必要ないじゃないですか。とか、大船渡から盛岡に

行くのに、一ノ関から東北自動車道を使い、盛岡に向かうなど。飛行機や車等、つまり乗り物は、最短・最

速が良いものと相場が決まっていますが、人生、つまり私たちの言動は、早ければ良いということばかりじ

ゃないと思います。 

 改めて、フランシス・ベーコンの言う近道というのは、簡単な方法や手段のこと、言い換えれば、「誰も

がやっていること」や「誰でもできること」を指しているような気がします。 

近道という言葉を、「安易」とか「楽」に置き換えれば、もっと身近に感じると思います。 

例えば、上司にコピーを頼まれたとします。一番の近道は、「断ること」。ですが、これが一番悪い道になる

ことは言われなくても分かりますので除きます。この場合、一般的な近道は、言われたことをするだけ。 

つまり、コピーを取ってはい終了。これは誰にでもできます。今日入社した新入社員にだって出来る事です。 
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では、ここで言う遠回り、つまり面倒でもやった方がいい事って何でしょう？ 例えば、頼まれた時に、 

「コピーは何部ご入り用でしょうか」「まとめてホチキス止めなどをしなくても大丈夫でしょうか」など 

そしてコピー終了後は、「他に何かお手伝いできることはありますでしょうか」など 

 自分がコピーを頼んだ上司だとして、言われたりされたりして嬉しく感じるような事なら全部正解です。

今回引用させて頂いた、 

「人生は道路のようなものだ。一番の近道は、たいてい一番悪い道だ。」という言葉。改めて、考えてみ

ると、「急がば回れ」と同じようであって、微妙に伝わるものが違うことに、私自身気付かされました。 

 小学生の頃、遠回りして帰った記憶誰にでもあるのではないかと思います。大人から見れば何でもな

いことも、その時は大冒険だったはずです。そして何か新たな発見もあったはずです。 

 大人になり、社会人になり、同じことの繰り返しのような生活をしていればしているほど、私だけか

も知れませんが、楽な方、楽な方を選んでしまいがちです。結果、周囲と自分との差別化が何一つ図れ

なくなり、その他大勢の１人として埋もれてしまう。ベテランの社員が、新人でも出来るようなことし

か出来ない。そのような事でしたら大変です。 

 最後になりますが、例会に来ようと 45 号線を走っていましたが渋滞でしたので湾岸道路にルートを変

えこちらに来ました。 

 早速、遠回りしたおかげで、遅刻せずに済みました。 

これって、さっきお話させて頂いた屁理屈レベルですかね。交通事故には、くれぐれも気を付けるとと

もに、皆さんもぜひ、「人に喜ばれる遠回り」を意識してみてください。 

 以上会長の時間とさせて頂きます。 

 

   

◆◆◆   幹事報告  ◆◆◆ 

 

 １ 大船渡市教育委員会より 

   イ 大船渡市生涯学習推進のつどい開催案内が届いています。 

     日 時 1 月 29 日（日）13時 30 分開会 

  場 所 大船渡市民文化会館 マルチスペース   出欠締切 1 月 25 日 

 

   ロ 日本グランド・ゴルフ協会発行の国体グランド・ゴルフ特集会報が届いています。 

 

２ 大船渡東高校 IAC より 定例会開催の案内が届いています。 

   日時  1 月 24 日（火）15時 50 分～   場所  多目的 E教室 

 

３ (株)東海新報社 東海社会文化事業基金より 顕彰式並びに祝賀会の案内が届いています。 

   日時  2 月 4 日（土）12時 30 分～   場所  まるしちザ・プレイス 

   締切り 1 月 30 日 

 

★ 濱守会員に下記の通り次期地区役員委嘱状が交付されました。 

 

            ガバナー指名委員会委員長 

             危機管理委員 

             On to Toronto 委員      

 

 



◆◆◆   本日のプログラム  ◆◆◆ 

                 クラブ協議会 ：下期活動計画 

★ 紀室綾子青少年奉仕委員長         

青少年奉仕委員会下期活動計画を報告書させて頂きます。 

その前に、１２月１７日歳末助け合い街頭募金活動及び大洋学園クリスマス会のお手伝いについてご報告

をさせて頂きます。 

東高校から IAC 及び生徒会執行部の皆さん合わせて２２名、引率として井口先生、顧問遠藤先生、ロータ

リーからは１８名の参加を頂き、116、894 円の募金を頂きました。この募金は翌週の 22日（木）に大船渡社

会福祉協議会へ、IAC 部長の田村かずきさん、顧問佐々木先生、ロータリーから藤原会長、浜田幹事、そして

私の 3名がお届けにあがりました。この様子は東海新報に“大船渡農業高校に同クラブが設立された 43 年前

から続く行事”として掲載されました。 

募金活動が終了後、IAC 部長の田村かずきさん、副部長の鎌田理沙さん、顧問遠藤先生、ロータリーからは

前野副会長にご同行願い私と計 5名で大洋学園にクリスマスケーキ 40 個をお届けに上がりました。 

歳末助け合い活動の際、今年はのぼりを４基、活用させて頂きましたが、目を引き付けるイベント効果が

あったように思います。次年度は何基か増やした方がより効果的と思われます。実は「着ぐるみがあれば、」

とか、「おおふなトンが来てくれたら」とか考えたりしましたが、そこまでしなくても、子供さんも募金をし

て下さるので、クリスマスも近いこともあり、「サンタの帽子をかぶるとか、何か楽しい工夫も取り入れてみ

たほうが良いよね」という意見も出ました。この意見は、次年度水野会長に託したいと思います。 

 

それでは下期活動計画を報告させて頂きます。 

・１月２４日（火）東高校 IAC 例会（これは決定事項であります。）今年度後半の活動報告が中心となるそうで

す。“ロータリアンとして例会の出席は最低条件の一つ”と昨年、休石クラブ奉仕委員長がおっしゃってお

りました。彼らの模範となるよう多数の出席をお願いしたいと思います。 

・２月 IAC３年生を送る会の企画 

例年、２月半ばの土曜日に実施しております。 

その頃であれば生徒さん達も職員の方々も比較的都合をつけやすいと言うことで、２月１８日(土)を計画

しております。 

・３月 卒業式出席 

  青少年奉仕アワー：東高校 IAC 活動報告を計画しております。 

年間プログラムでは２月に計画されておりますが、２月は三年生は、ほとんど家庭学習となり、各自、入

試や就職のための上京等があるため、３月に次期会長(２年生)における活動報告としたい、という要望が

ありました。これを踏まえ、３月に実施したいと思います。今後２月の青少年アワーにおける活動報告を

計画する場合は３月に変更して下さるよう提案いたします。 

・４月 入学式出席 

・５月 鯉のぼり子供の集いに参加   今年度は５０回記念という事で大々的なものになるそうです。 



・ ６月 警察署前の花壇整備  地区大会の懇親会で農芸化学科のシクラメンが会を盛り上げて下さいました。

先生、生徒さんとも一層の絆が深まったように思います。感謝を込めて楽しみながら、花壇整備のお手伝 

いをしたいと思います。皆さん一緒に生徒さんたちと奉仕の花を咲かせましょう。 

最終的な活動として引き継ぎ会も計画しなくてはなりませんが、昨年同様、先生方の移動などを鑑みて時期

を決めたいと思っております。 

以上でありますが、皆様のご協力を得ながら IAC への支援をしていきたいと思っております。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

★ 佐藤良国際奉仕委員長 

 上期に関しましては様々なご協力を頂き有難う御座いました。      

中でも架け橋の翼につきましては、ホストファミリー、日々の添乗、お出迎え、お見送りと積極的な参加を頂

きまして大変有難う御座いました。 下期も同様に宜しくお願い致します。 

 

下期活動計画としまして 

・ロータリー財団の目標でありますマルチプルフェロー、ポールハリスフェロー、準フェローの増員を図る為

の活発な活動をしていきます。 会員の皆様にも積極的なご協力をお願い致します。  

・国際青少年委員会におきましては継続事業としまして小中学生の無欠席表彰を計画しております。  

・世界社会奉仕委員会では２月に市内在住の外国人での講話を考えております。    

以上、今後の活動計画をお話致しました。 今後もより一層のご協力の程、宜しくお願い致します。 

 

★ 田邊社会奉仕委員長 

 下期の活動計画を報告させて頂きます。 

 ・環境保全 3 月 2 日 「愛の鐘」清掃を予定しております。 

       4 月 6 日 職業奉仕委員会と協力し 河川敷の桜並木清掃・4 つのテスト碑清掃 

       4 月 13 日 カメリアロード清掃 

   尚 「育みの像」清掃作業は作業割り当て表に沿って行いたいと考えておりますが、雨で芝が濡れてい

ると芝刈り機が使えない等の不都合があるため、延期または中止と致します。 

その都度連絡させて頂きます。 

 ・社会福祉 吉浜荘へのタオル寄贈を 5 月ごろに計画しております。 

引き続き会員皆さまのご協力宜しくお願い致します。 

 



 

★ 山口ひとみ職業奉仕委員長          

 〇例会時の“四つのテスト”の唱和           

 〇インターンシップへの会員企業の協力。        

昨年、東高校の文化祭へいった際にも インターンシップ事業への協力についての依頼と実施状況のお話

がありました。今年度は気仙管内 47 ヶ所の協力企業があったようです。インターンシップは就業体験を通

して 職業観の育成、社会のマナーなど・・“働くこと” についての就労観や職業観の育成に大きく役立

つものだと思っております。          

昨年 9 月には 就業予定者対象の“模擬面接会”も実施しておりますが大変好評でしたしこれから働く子 

 供たちにとって インターンシップも大切な勉強であります。      

昨年も当会員事業所から 13 ヶ所の協力があり 思っていたより多かったのですが引き続き協力頂ける

様・・また新たに協力を頂ける様・・・お願いして行きたいと思っております。    

時期としては 5月～6月頃の協力依頼になると思います。       

 〇その他、4月には社会奉仕と桜並木の清掃及び四つのテスト碑の清掃・・・       

5 月には 会員の職場を訪問しての例会を予定しております。      

  下期の活動についても皆様のご協力を どうぞ宜しくお願い致します。   

 

★ 休石正基クラブ奉仕委員長  

 明けましておめでとうございます。下期クラブ奉仕委員会の活動計画を発表します。   

 1 月 12 日に行われた“まるしち”での新年家族会には多くの皆様に出席を頂きありがとうございました。 

・出席 下期 6か月 1人でも多くの会員さが出席率１００％を達成して頂く様お願い致します。  

・ニコニコボックスは引き続き皆さんのご協力をお願い致します。 

新年家族会でのオークションでは 5万 5千円のご協力をありがとうございます。  

 ・クラブ会報・広報雑誌は引き続き計画通り進めてまいります。 

   また、新年会で濱守ガバナーよりお話があった様に西ロータリークラブが“ロータリーの友”2月号に掲

載されるという事です。 

 ・親睦は 

3 月に親睦ゴルフ・親睦旅行などを計画。お花見を兼ねた新入会員歓迎会など、最終例会に向けて頑張っ

ていきます。 

あと半年、皆さんのご協力をお願い致します。 

      

           


